
Ⅰ　施策の概要と実施状況

令和７年度行政評価 《施策評価調書》
テーマ ４　生活基盤が充実した安全で暮らしやすいまち（生活基盤）

施策 ６　交通

所管部 総合政策部 関係部 建設部

施策の

目的
地域経済と暮らしを支え、人と地域の結びつきと交流に寄与する交通ネットワークの確立を目指します。

市民アンケート指標の推移

地域公共交通に対して満足している市民の割合
基準値(R1) 目標値(R10)

34.3% 基準値より増

実

績

R7 R8 R9 R10

34.3% - 30.2% - 22.6% -

R1 R2 R3 R4 R5 R6

23.6%

基本計画の主な取組 主な実施事業 所管 今後の方向性 指標の推移

目標値(R10)

★鉄道とバスの乗り継ぎ環境の改善など、地域公共交通

網における利便性の強化（総合政策部官民連携室）

★バス路線の効率化や適正な運賃の設定、路線バスの

運行経費に対する支援や乗務員確保に向けた取組の検

討など、持続可能な交通体系の構築に向けた取組（総

合政策部官民連携室）

〇市民・交通事業者・行政等が連携・協働した地域公共

交通利用に向けた仕組みづくり（総合政策部官民連携

室）

〇企画乗車券等による利用促進策の検討など、地域公

共交通の利用促進策の展開（総合政策部官民連携

室）

〇鉄道駅のバリアフリー化など安全な歩行空間の確保

（総合政策部官民連携室）

〇北海道新幹線新小樽（仮称）駅の二次交通※3対

策の検討（建設部新幹線・まちづくり推進室）

〇並行在来線の代替バスの運行に向けた検討（建設部

新幹線・まちづくり推進室）

49.2% 基準値より減

（１）持続可能な交通ネットワークの構築 バスの「運行頻度・運行間隔」における不満足の割合

（アンケート）

基準値(H30)

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8実

績
生活バス路線運行費補助金 政官民 継続

R9 R10

- - 48.8% - 36.0% - 38.1%

小樽市地域公共交通活性化協

議会補助金
政官民 継続



基本計画の主な取組 主な実施事業 所管 今後の方向性 指標の推移

目標値(R10)（２）交通基盤・交通環境の整備・充実

継続 45.6% 基準値より増

R10

39.5% - 41.2%

基準値(R1)

R6 R7 R8 R9R3 R4 R5実

績

R1 R2

- 49.4%45.6% -

★都市内交通及び広域交通に係る道路整備等につい

て、国や北海道などへの要望活動を実施（建設部都市

計画課、建設部新幹線・まちづくり推進室）

〇長期未整備都市計画道路の必要性等を総合的に点

検・検証の上、必要な計画の見直しを行い、適正な道路

網を形成（建設部都市計画課）

北海道横断自動車道黒松内・小

樽間建設促進期成会負担金
建新ま

市内を車で円滑かつ安全に移動できると感じている

市民の割合（アンケート）



Ⅱ　各部評価（各部による自己評価）

Ⅲ　二役フィードバック

構成事業の妥当性

その他（必要に応じて記載）

各部評価に対する意見等

施策の進捗 今後の施策改善の方向性

（１）について

・バス路線の維持に当たり、収支不足を解消する事業の方向性は

妥当である。

・今後、バス路線を維持するには、収支不足対策とともに、乗務員

確保に資する施策を事業者と連携のもと実施する必要がある。

（２）について

・要望活動を継続してきた方向性は妥当と考えられる。

・今後も継続して要望活動を進めていく。

・社会情勢の変化に応じて長期未整備の都市計画道路について、

概ね１０年後を目途に再度見直しを実施する。

効果の発現状況

（１）について、

・市内バス路線網の維持には、バス路線の収支不足の解消が必要であることから、収支改善に資する事業の実施は妥当と考える。

（２）について、

・交通基盤・交通環境の整備・充実（小施策（２））の構成はおおむね妥当と考える。

※「（２）交通基盤・交通環境の整備・充実」に関する主な取組としては過不足ないものと考える（建設部都市計画課）。

（１）については、事業の実施により、バス路線網の維持は図られているが、乗務員不足に起因する路線バスの減便や廃止が続いており、

市民アンケートにおける満足度低下の一因になっているものと考える。

（２）について、

・後志自動車道余市～小樽(H30)、仁木～余市(R6)が開通し、後志管内の広域高速交通ネットワークの確保に寄与している。

・長期未整備となっている都市計画道路について、土地所有者に対し課していた建築制限が、一部解消された。

（１）について、

・持続的な交通ネットワークの構築に向け、路線バスの収支不足に対する補助や利用者増加対策について、予定どおり実施した。

（２）について、

・交通基盤・交通環境の整備・充実に向けて、広域交通に係る道路整備等に関する国や北海道などへの要望活動について、概ね計画どおり

進めてきた。

・長期未整備となっている都市計画道路について、見直し方針を策定し、対象路線の抽出、必要性の検証、見直しの方向性を検討、妥当

性を検証し、見直し方針に基づき、令和７年３月に都市計画道路の変更を実施した。


